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会
 

平成25年度予算総額112億円に 
　おもな事業　防災無線戸別受信機更新など 
　町長施政方針概要 

�～�
�

��

��

【一般質問】 
　なぜ訪問看護事業を中止したのか 
　学校給食費の無料化は 

議会だより 議会だより 

できたー。 
おいしそう・・・ 



（単位:万円） 

・防災行政用無線戸別受信機購入 8400 
・学校給食費の半額公費負担 5583 
・小口線用地購入費 4000 
・愛知県消防操法大会出場事業 462 
・地域での高齢者見守り支え合い事業 200

　3月定例会は、3日から21日までの18日間の会期で開かれました。 
　町提出議案は、平成25年度一般会計及び特別会計予算をはじめ24年度補
正予算など42議案、議員提出議案5件が出され、採決の結果、平成25年度予
算など6議案が賛成多数で、他の議案は全会一致で可決しました。 
　一般質問では、8人が町政全般にわたり質問をしました。 

の おもな事業  平 成 25 年 度  の おもな事 業  平 成 25 年 度  の おもな事 業  
継続事業 継続事業 継続事業 

更新予定の戸別受信機 

地産地消が進んでいる学校給食 
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（単位:万円） 

・町内企業再投資促進補助金 2億1249 
　町内企業再投資促進補助金とは、町内企業の資金繰りを支援し、
流出防止及び雇用の維持拡大を図るもの。 

・総合住民情報システム再構築委託 5190 
・調整池整備詳細設計委託 1975 
・南保育園空調機取替設置工事 1677 
・中央公民館耐震補強工事設計委託 1200 
・西保育園トイレ等改修工事 1195 
・養育医療費（県から町へ権限移譲） 288

※数値は端数調整してあるため、合計が一致しない場合があります。 

の おもな事業  平 成 25 年 度  の おもな事 業  平 成 25 年 度  平 成 25 年 度  
新規事業 新規事業 新規事業 

町の総合住民情報システム 耐震補強工事の設計委託する中央公民館 

南保育園舎屋上にある老朽化した空調機 西保育園の手狭となったトイレ 
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■ここがポイント！ 
　繰入金のうち、4億9600万円を財政調整基金より繰り入れ
ています。また、地方譲与税等に含まれる町債（町の借金）
は前年の1億円から4000万円に減っています。こうしたこと
から、自主財源が80.7％と前年度より1.5%増加しています。 

 
　
歳
入
７１
億
円
の
う
ち
、
町

が
自
主
的
に
調
達
で
き
る
「
自

主
財
源
」
は
８０
・
7
％
で
、

自
主
財
源
比
率
が
高
く
、
健

全
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す

（
図
1
）。 

 【
町
税
の
状
況
】
 

　
町
税
の
割
合
は
、
全
体
の

６６
・
3
％
で
町
収
入
の
柱
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
町
税
全
体
で
は
、
約
1
億

5
0
0
0
万
円
の
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
デ
フ
レ
や

円
高
、
不
安
定
な
金
融
情
勢

な
ど
を
見
込
ん
で
い
ま
す（
表

1
）。 

　
ま
た
、
固
定
資
産
税
は
、

地
価
の
下
げ
止
ま
り
か
ら
約

3
5
0
0
万
円
の
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

 【
町
の
財
政
基
盤
】
 

　
町
税
の
増
減
が
、
法
人
町

民
税
の
増
減
に
比
例
し
、
景

気
の
変
動
に
よ
る
影
響
が
大

き
い
こ
と
を
示
す
一
方
、
固

定
資
産
税
は
、
全
体
の
約
半

分
以
上
を
占
め
、
安
定
し
た

推
移
で
町
の
財
政
基
盤
を
支

え
て
い
ま
す
。
 

71億円を可決 前年度比3.7％減 71億円を可決 前年度比3.7％減 前年度比3.7％減 
町税は1億5000万円増を見込む 

税　目 

固定資産税 

個人町民税 

法人町民税 

その他 

合　計 

25年度 

25億8333万円 

11億9400万円 

6億9450万円 

2億3739万円 

47億 922万円 

24年度 

25億4833万円 

11億4850万円 

6億4550万円 

2億1648万円 

45億5881万円 

表1　町税予算額の比較 

図1　一般会計歳入（項目別） 

町税 
４７億９２２万円 
６６％ 

繰入金 
５億２１４２万円 

７％ 

分担金及び負担金 
１億９０４万円 
２％ 

諸収入等 
３億９２４０万円 

６％ 

国庫支出金 
４億６３７６万円 

６％ 

各種交付金等 
４億１６００万円 

６％ 県支出金 
３億３５６６万円 

５％ 

地方譲与税等 
１億５２５０万円 

２％ 

自主財源 
８１％ 

依存財源 
１９％ 

町税 
４７億９２２万円 
６６％ 

繰入金 
５億２１４２万円 

７％ 

分担金及び負担金 
１億９０４万円 
２％ 

諸収入等 
３億９２４０万円 

６％ 

国庫支出金 
４億６３７６万円 

６％ 

各種交付金等 
４億１６００万円 

６％ 県支出金 
３億３５６６万円 

５％ 

地方譲与税等 
１億５２５０万円 

２％ 

自主財源 
８１％ 

依存財源 
１９％ 

町長就任4年目、1つの節目の年を迎

えます。この間、国においては2度に渡る

政権交代があり、様々な制度改正による

変化や変革の対応に苦慮したところで

ありますが、私は行財政運営に責任を持ち、

住民の福祉の増進を切に願い、かじ取り

を進めてきました。 

平成25年度予算編成にあたり、本町

の羅針盤である「第6次総合計画」を指

針とし、一般会計71億円、特別会計41億

の総額112億円の予算を上程しました。 

今後も、国等における様々な制度改正

の情報の収集に努め、変化や変革によっ

て起き得る影響を最大限想定をしながら、

着実に施策を遂行していかなければな

らないと考えています。 

町長施政方針概要 

■自 主 財 源　　町が自主的に調達できるお金 
■依 存 財 源　　国や県から交付されるお金 
 
■繰　入　金　　基金や他の会計から入ってく 
　　　　　　　　るお金 
■国庫支出金　　特定事業財源として、国から 
　　　　　　　　交付されるお金 

町
　
　
税
 

歳
 
入
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0 2 4 6 8 10（万円） 1 3 5 7 9

その他 

議会費 

公債費 

商工費 

消防費 

衛生費 

総務費 

土木費 

教育費 

民生費 

　
歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、

義
務
的
経
費
の
人
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
（
借
金
返
済
）

は
、
３７
％
で
す
。
こ
の
比
率

が
低
い
ほ
ど
、
町
独
自
の
施

策
展
開
に
余
力
が
あ
る
と
判

断
さ
れ
ま
す
。
 

　
投
資
的
経
費
の
普
通
建
設

事
業
に
は
、
道
水
路
な
ど
生

活
基
盤
整
備
や
将
来
に
向
け

た
整
備
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
図
2
）
 

　
ま
た
、
電
算
機
器
及
び
シ

ス
テ
ム
の
更
新
に
よ
る
総
務

費
、
町
内
企
業
再
投
資
促
進

補
助
金
を
創
設
し
た
こ
と
に

よ
る
商
工
費
が
前
年
度
よ
り

増
加
し
て
い
ま
す
。
 

　
全
体
と
し
て
は
、
南
小
学

校
の
建
設
事
業
が
終
了
し
た

こ
と
に
よ
り
教
育
費
が
減
額

と
な
る
一
方
、
民
生
費
の
割

合
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
（
図
3
）
 

71億円を可決  前年度比3.7％減 71億円を可決  前年度比3.7％減 71億円を可決 
民生費が32％を占める 

平成25年度 

会　計　名 

国民健康保険 

介護保険 

公共下水道 

後期高齢者医療 

農業集落家庭排水 

国際交流 

社本育英 

土地取得 

計 

25年度 

19億4430万円 

10億1631万円 

9億5357万円 

1億9957万円 

2271万円 

588万円 

471万円 

18万円 

41億4723万円 

前年比 

▲1億1680万円 

3926万円 

1212万円 

1475万円 

▲656万円 

47万円 

▲34万円 

0万円 

▲5710万円 

図2　一般会計歳出（性質別） 

図3　町民1人当たりに使われるお金 
※人口を22,800人で算出（平成25年4月1日現在の人口） 

■民生費：高齢者、障がい者、保育園などに使われるお金 

人件費 
１４億２２０１万円 

２０％ 

扶助費 
９億８０３１万円 
１４％ 

公債費 
２億４３５７万円 

３％ 物件費 
１６億１５３万円 
２３％ 

補助費等 
９億５９４４万円 
１４％ 

繰出金 
９億４７９８万円 
１３％ 

積立金等 
１億６７１１万円 

２％ 

普通建設事業 
７億７８０５万円 
１１％ 

義務的経費 
３７％ 

投資的経費 
１１％ 

その他の経費 
５２％ 

人件費 
１４億２２０１万円 

２０％ 

扶助費 
９億８０３１万円 
１４％ 

公債費 
２億４３５７万円 

３％ 物件費 
１６億１５３万円 
２３％ 

補助費等 
９億５９４４万円 
１４％ 

繰出金 
９億４７９８万円 
１３％ 

積立金等 
１億６７１１万円 

２％ 

普通建設事業 
７億７８０５万円 
１１％ 

義務的経費 
３７％ 

投資的経費 
１１％ 

その他の経費 
５２％ 

■扶 助 費　法令に基づき被扶助者に支出される経費 
　　　　　　（福祉手当、児童手当など） 
■物 件 費　賃金、旅費、委託料、交際費などの消費的 
　　　　　　経費 
■補助費等　各種団体への補助金や交付金など 
■繰 出 金　基金や他の会計に出すお金 

特別会計予算 （▲は減額を表す） 

歳
 
出
 

一般会計 
予算 

25年度 

24年度 

※数値は端数調整してあるため、合計が一致しない場合があります。 
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問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

答 □ 問 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 
質疑あれこれ
議案質疑、総務建設及び文教福祉の

各常任委員会での主な質疑を掲載します。 

質疑あれこれ
新
あ
い
ち
創
造
産
業
立

地
補
助
事
業
の
支
出
に
対
す

る
税
収
見
込
み
は
。
 

 大
企
業
は
２５
億
円
、
中

小
企
業
は
1
億
円
以
上
の
設

備
投
資
等
に
対
す
る
補
助
金

で
高
額
な
支
出
と
な
る
が
、

家
屋
及
び
償
却
資
産
の
固
定

資
産
税
の
増
収
分
と
し
て
6

年
程
度
で
補
助
金
相
当
分
が

戻
る
と
試
算
し
て
い
る
。
 

 中
小
零
細
企
業
向
け
の

補
助
金
制
度
を
。
 

 当
初
予
算
に
は
反
映
で

き
て
い
な
い
が
、
中
小
企
業

を
対
象
と
し
た
制
度
を
構
築

す
る
よ
う
商
工
会
等
の
関
係

者
と
準
備
を
進
め
て
い
る
。
 

 
電
子
計
算
運
用
事
業
の

備
品
費
の
内
訳
は
。
 

 窓
口
業
務
に
使
用
す
る

端
末
機
が
8
年
経
過
し
て
お

り
、
新
た
に
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

型
２５
台
と
ノ
ー
ト
型
十
数
台

の
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
す
る
。

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー

バ
ー
も
6
年
を
経
過
し
て
お

り
、
シ
ス
テ
ム
改
修
に
合
わ

せ
更
新
す
る
。
 

 
今
回
は
1
年
間
の
派
遣

だ
が
、
メ
ン
タ
ル
的
な
配
慮

は
。
  ２５

年
度
は
先
方
で
交
通

費
に
加
え
家
財
道
具
な
ど
も

支
給
し
て
い
た
だ
け
る
。
こ

ち
ら
か
ら
も
職
員
を
訪
問
さ

せ
る
な
ど
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

く
。
   

 
子
育
て
世
帯
が
入
居
し

や
す
い
よ
う
所
得
基
準
を
見

直
し
て
は
。
 

 今
回
の
法
改
正
に
伴
い
、

子
育
て
世
帯
を
優
先
す
る
基

準
を
設
け
た
市
町
も
あ
る
が
、

本
町
で
は
部
屋
の
間
取
り
な

ど
の
状
況
か
ら
特
別
な
基
準

は
設
け
て
い
な
い
。
 

   

   
行
政
無
線
の
現
状
と
整

備
計
画
は
。
 

 現
在
、
行
政
無
線
は
6

千
台
弱
設
置
し
て
い
る
が
、

管
理
台
帳
が
転
出
な
ど
に
対

応
し
き
れ
て
い
な
い
。
２５
年

度
か
ら
戸
別
無
線
機
を
デ
ジ

タ
ル
化
で
整
備
す
る
計
画
だ

っ
た
が
、
デ
ジ
タ
ル
の
短
所

も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
た

め
、
ア
ナ
ロ
グ
対
応
も
含
め

再
検
討
す
る
。
 

平
成
２５
年
度
一
般
会
計
予
算
 

1年間頑張って下さい 
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新
あ
い
ち
創
造
産
業

立
地
補
助
金
 

電
算
シ
ス
テ
ム
更
新
 

南
三
陸
町
へ
職
員
を

派
遣
 

行
政
無
線
の
整
備
 

町
営
住
宅
に
子
育
て

世
帯
を
 



問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

質疑あれこれ

高
齢
者
世
帯
の
耐
震
改

修
が
進
ん
で
い
な
い
が
、
補

助
制
度
に
変
更
は
な
い
か
。
 

 高
齢
者
世
帯
に
と
っ
て
、

費
用
な
ど
の
問
題
も
あ
り
改

修
が
進
ま
な
い
状
況
に
変
わ

り
は
な
い
が
、
県
で
は
段
階

的
な
改
修
に
も
補
助
を
出
す

と
い
う
改
正
を
考
え
て
お
り
、

そ
れ
に
合
わ
せ
た
見
直
し
を

し
た
い
。
 

 
新
事
業
の
健
や
か
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
は
。
 

 県
の
補
助
事
業
で
、
秋

田
地
区
で
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
教
室
を
計
画
し
て
お
り
、

月
2
回
で
年
２４
回
分
の
講
師

料
及
び
消
耗
品
な
ど
の
経
費

と
な
る
。
 

 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
窓
設
置
工
事
と
は
。
 

 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
窓
が
開
か
な
い
た
め
、

早
い
時
期
か
ら
冷
房
が
必
要

で
、
時
間
的
に
も
夏
季
は
、

ほ
ぼ
終
日
稼
働
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
開
閉
式
の
窓
を

設
置
し
自
然
の
風
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
経
費
節

減
を
図
る
。
 

 
障
害
者
自
立
支
援
給
付

費
補
助
金
の
減
額
理
由
は
。
 

 法
の
改
正
に
よ
り
児
童

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
、
自
立
支

援
法
か
ら
児
童
福
祉
法
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
に
変
更
さ
れ
た

た
め
の
も
の
で
、
そ
の
分
を

障
が
い
児
施
設
措
置
費
で
増

額
し
て
い
る
。
 

 保
育
士
派
遣
業
務
委
託

料
は
、
執
行
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
だ
が
、
必
要
な
か
っ
た

の
か
。
 

 保
育
園
の
勤
務
時
間
帯

が
多
様
な
た
め
、
早
朝
や
夕

方
な
ど
特
殊
な
時
間
帯
の
保

育
士
を
確
保
す
る
た
め
、
２４

年
度
か
ら
予
算
化
し
た
が
、

人
材
派
遣
に
頼
る
こ
と
な
く

執
行
で
き
た
た
め
残
額
を
補

正
す
る
も
の
。
な
お
、
残
額

の
一
部
を
南
保
育
園
の
空
調

機
工
事
の
設
計
費
な
ど
に
流

用
し
て
お
り
、
そ
れ
を
差
し

引
い
た
額
を
計
上
し
て
い
る
。
 

 防
災
用
備
品
は
、
ど
こ

に
、
ど
の
よ
う
な
物
を
設
置

す
る
の
か
。
 

 役
場
東
側
に
倉
庫
を
建

て
、
発
電
機
な
ど
を
置
く
。
 

 
保
険
給
付
費
を
合
わ
せ

9
千
7
0
0
万
円
ほ
ど
の
減

額
と
な
っ
て
い
る
。
保
険
税

を
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。
  新

年
度
予
算
に
反
映
さ

せ
、
必
要
以
上
に
余
っ
た
場

合
は
一
旦
基
金
に
積
む
な
ど
、

中
期
的
な
保
険
財
政
の
運
営

を
考
え
て
お
り
、
す
ぐ
に
保

険
税
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り

す
る
考
え
は
な
い
。
 

平
成
２４
年
度
 

一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
 

暑くても窓が開かない5階トレーニングセンター 
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ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
健
康
に
 

一
般
会
計
補
正
予
算
 

国
保
会
計
補
正
予
算
 

高
齢
者
世
帯
の
住
宅

耐
震
改
修
 

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー

の
節
電
 



問 □ 

答 □ 

答 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 

答 □ 問 □ 問 □ 

答 □ 答 □ 問 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

質疑あれこれ

条
例
に
よ
る
具
体
的
な

対
策
は
。
 

 市
町
村
の
役
割
は
法
で

定
め
ら
れ
て
お
り
、
本
条
例

で
は
規
定
し
て
い
な
い
。
市

町
村
行
動
計
画
を
策
定
し
具

体
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
放
置
さ
れ
た
自
転
車
の

処
分
の
問
題
は
な
い
か
。
 

 駐
輪
場
に
放
置
さ
れ
て

い
る
自
転
車
で
防
犯
登
録
な

ど
で
所
有
者
確
認
で
き
な
い

場
合
、
自
転
車
の
特
徴
等
を

告
示
し
、
6
か
月
し
て
も
申

し
出
が
な
い
場
合
に
処
分
で

き
る
こ
と
と
し
た
。
 

 

新
た
な
女
性
消
防
団
員

の
活
動
は
。
 

 本
部
付
き
の
予
防
班
と

し
て
予
防
啓
発
部
門
を
主
と

し
た
活
動
を
行
っ
て
も
ら
う
。

１０
人
の
入
団
を
見
込
ん
で
い

る
。
  

防
災
会
議
に
女
性
の
視

点
が
必
要
で
は
。
 

 ２６
年
度
の
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
の
中
で
検
討
す

る
。
 改

正
の
ポ
イ
ン
ト
は
。
 

 県
の
規
定
を
準
用
し
て

管
理
し
て
き
た
が
、
町
が
条

例
を
制
定
し
て
管
理
し
て
い

く
。
 

 

バ
ス
停
留
所
な
ど
の
計

画
が
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
は
。
 

 計
画
地
が
変
わ
ら
な
い

の
が
前
提
と
な
り
、
幅
員
、

用
地
買
収
な
ど
必
要
で
あ
る

場
合
は
検
討
す
る
。
 

 町
設
置
の
標
識
は
何
本

あ
る
の
か
。
 

 道
路
管
理
者
が
設
置
す

る
標
識
は
、
1
7
9
基
あ
る
。
 

 標
識
を
減
ら
す
こ
と
に

よ
る
効
果
は
。
 

維
持
管
理
を
減
ら
す
た

め
。
  

基
準
に
適
合
し
た
公
園

は
あ
る
の
か
。
 

 小
口
城
址
公
園
、
中
央

公
園
及
び
堀
尾
跡
公
園
の
ト

イ
レ
が
基
準
を
満
た
し
て
い

る
。
 

条
例
の
制
定
と
一
部
改
正
 

余野にある駐輪場 

［準用河川］とは… 
大口町が指定し、管理
する準用河川は、成海川、
小口川、奈良子川、矢戸
川、昭和川の5河川です。 
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消
防
団
条
例
 

町
道
に
設
け
る
案
内

標
識
等
の
寸
法
を
定

め
る
条
例
 

駐
輪
場
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
 

準
用
河
川
に
係
る
河

川
管
理
施
設
等
の
構

造
の
技
術
的
基
準
を

定
め
る
条
例
 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
本
部
条
例
 

道
路
構
造
の
技
術
的

基
準
を
定
め
る
条
例
 
移
動
等
円
滑
化
の
た

め
に
必
要
な
特
定
公

園
施
設
の
設
置
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
 



町
職
員
の
給
与
条
例
の

一
部
改
正
 

  

吉
田
　
正
 

　
一
緒
に
仕
事
を
し
て
、

同
じ
成
果
を
上
げ
て
も
査

定
に
差
が
あ
っ
た
ら
や
る

気
が
出
な
い
。
住
民
目
線

で
、
住
民
が
喜
ん
で
も
ら

え
る
仕
事
を
す
る
こ
と
が

仕
事
の
誇
り
と
言
え
る
の

で
、
成
果
主
義
に
は
反
対

す
る
。
 

 

丹
羽
　
孝
 

　
公
務
員
制
度
改
革
の
中

で
、
成
果
主
義
の
導
入
は

重
点
事
項
の
1
つ
で
あ
り
、

公
務
員
と
い
う
職
務
の
特

殊
性
を
考
え
れ
ば
適
切
で

あ
る
。
 

賛
成
 

反
対
 12 2

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

平
成
２４
年
度
 

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
4
号
）  

江
幡
　
満
世
志
 

　
特
定
健
診
に
よ
り
多
く

の
対
象
者
が
受
診
で
き
る

よ
う
に
、
行
政
側
か
ら
の

色
々
な
働
き
か
け
が
必
要

で
は
。
将
来
の
医
療
給
付

抑
制
に
つ
な
ぐ
取
り
組
み

が
十
分
で
は
な
い
と
思
う
。
   

伊
藤
　
浩
 

　
住
民
の
皆
さ
ん
が
普
段

か
ら
健
康
管
理
に
努
め
、

病
気
を
予
防
す
る
こ
と
は

大
切
で
、
今
後
も
住
民
の

健
康
維
持
、
増
進
の
活
動

に
、
よ
り
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
ん
こ
と
を
希
望
す

る
。
 

賛
成
 

反
対
 12 2

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

平
成
２４
年
度
 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
  

吉
田
　
正
 

　
平
成
２４
年
度
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
値

上
げ
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ

に
伴
っ
た
保
険
料
の
追
加

で
あ
る
。
 

    

伊
藤
　
浩
 

　
追
加
分
の
保
険
料
は
、

被
保
険
者
が
受
け
る
給
付

費
の
財
源
と
し
て
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
り
、
後
期

高
齢
者
医
療
を
運
営
し
て

い
く
た
め
に
も
無
く
す
こ

と
が
で
き
な
い
重
要
な
も

の
で
あ
る
。
補
正
額
の
計

上
も
適
切
で
あ
る
。
 

賛
成
 

反
対
 12 2

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

平
成
２５
年
度
 

一
般
会
計
予
算
 

  

吉
田
　
正
 

　
各
施
策
に
対
す
る
問
題

を
指
摘
し
た
。
自
治
体
の

役
割
は
、
住
民
の
暮
ら
し

を
守
る
防
波
堤
に
な
る
こ

と
。
そ
う
し
た
立
場
で
歩

ま
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
    

丹
羽
　
孝
 

　
本
町
の
厳
し
い
財
政
状

況
と
社
会
情
勢
が
大
き
く

変
化
す
る
中
で
、
施
策
内

容
の
後
退
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
べ
く
、
多
岐
に

渡
る
施
策
に
つ
い
て
見
直

し
や
改
善
を
加
え
な
が
ら
、

対
処
さ
れ
て
お
り
、
内
容

も
適
切
で
あ
る
。
 

賛
成
 

反
対
 12 2

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

平
成
２５
年
度
 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
   

江
幡
　
満
世
志
 

　
政
府
は
社
会
保
障
を
縮

小
し
続
け
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
自
治
体
や
加
入
者

へ
の
負
担
が
増
大
し
続
け

て
い
る
の
が
実
態
だ
と
思

う
。
 

    

伊
藤
　
浩
 

　
人
間
ド
ッ
ク
及
び
特
定

健
康
診
査
の
予
算
を
計
上

し
、
予
防
に
も
力
を
注
ぐ

な
ど
、
国
保
事
業
の
健
全

運
営
を
図
る
た
め
の
保
険

税
の
公
平
か
つ
適
正
な
賦

課
、
徴
収
及
び
適
正
な
保

険
給
付
を
主
眼
と
し
た
健

全
な
内
容
も
適
切
で
あ
る
。
 

賛
成
 

反
対
 12 2

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

平
成
２５
年
度
 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
 

 

吉
田
　
正
 

　
年
齢
で
区
切
り
、
保
険

料
な
ど
の
負
担
を
増
や
し
、

医
療
給
付
に
制
限
を
設
け

る
こ
と
に
疑
問
が
あ
り
、

今
後
の
医
療
制
度
が
危
ぶ

ま
れ
る
と
思
う
。
 

   

伊
藤
　
浩
 

　
特
別
会
計
予
算
は
、
愛

知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
そ
の
運
営
を
し

て
い
く
た
め
の
根
幹
で
あ

り
、
保
険
料
の
収
入
や
広

域
連
合
負
担
金
な
ど
大
切

な
も
の
で
あ
り
、
内
容
も

適
切
で
あ
る
。
 賛

成
 

反
対
 12 2

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

討
論
の
あ
っ
た
6
議
案
と
審
議
し
た
結
果
は
左
の
と
お
り
で
す
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問 □ 

教
育
委
員
会
議
で
、

い
じ
め
や
体
罰
な
ど

の
緊
急
の
課
題
を
協
議
さ
れ
、

そ
の
内
容
を
学
校
や
関
係
機

関
に
発
信
し
て
い
る
か
。
 

教
育
委
員
会
定
例

会
で
は
、
通
常
の

議
題
の
ほ
か
、
緊
急
の
教
育

問
題
に
対
し
て
、
本
町
の
実

態
や
現
状
の
分
析
と
教
育
委

員
会
と
し
て
の
対
応
を
協
議

し
、
必
要
に
応
じ
て
学
校
へ

の
指
導
や
保
護
者
な
ど
へ
の

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
 

 

学
校
教
育
の
か
じ
取

り
役
で
あ
る
教
育
委

員
会
は
、
「
学
校
教
育
の
基

本
方
針
と
達
成
の
た
め
の
具

体
的
な
手
立
て
」
を
、
学
校

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
明
示
し

て
は
ど
う
か
。
 

具
体
的
な
手
立
て
は
、

日
々
の
教
育
行
政

を
忠
実
に
進
め
、
住
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
、
学
校
教
育

課
題
や
問
題
に
真
に
向
き
合

い
な
が
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
対

応
し
、
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
公
開
内

容
が
変
更
に
な
っ
た
都
度
更

新
し
て
い
る
。
 

保
護
者
の
学
校
理
解

を
得
る
た
め
、
学
校

教
育
目
標
や
年
間
行
事
計
画

な
ど
を
A
3
サ
イ
ズ
に
ま
と

め
た
「
学
校
要
覧
」
を
作
成

し
、
全
家
庭
に
配
付
し
て
は

ど
う
か
。
 学

校
要
覧
は
、
研

究
発
表
会
な
ど
か

ら
の
資
料
に
同
封
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
、
非
常
に
有

益
で
あ
る
。
 

　
保
護
者
へ
の
情
報
を
提
供

す
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な
形

式
の
も
の
が
有
効
か
、
今
後

研
究
し
て
い
く
。
 

子
ど
も
の
人
間
性
や

学
力
向
上
の
た
め
、

あ
い
さ
つ
や
話
を
し
っ
か
り

聞
く
な
ど
「
全
小
中
学
校
共

通
の
努
力
目
標
」
を
設
定
し
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
同
一

歩
調
で
指
導
し
て
は
ど
う
か
。
 

家
庭
と
連
携
し
た

教
育
を
展
開
す
る

た
め
、
P
T
A
総
会
の
資
料

や
学
校
だ
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
学
校
の
様
子
や

重
点
目
標
を
発
信
し
て
い
る
。
 

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
保
護

者
の
評
価
結
果
を
よ
り
重
視

し
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
今
後
一
層
、
学
校
と

保
護
者
と
の
連
携
を
強
化
し

て
い
き
た
い
。
 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

教
育
長 

教
育
長 

教
育
長 

教
育
長 

学
校
要
覧
の
作
成
と
配
付
を
 

教
育
長 

研
究
し
て
い
く
 

義
務
教
育
の
充
実
と
発
展 

一
　
般 

質
　
問 

伊

藤

　

浩

 

伊藤　浩  

いじめなど緊急の問題への対応は 
教育長 必要に応じて啓発している 

教育委員会の情報発信 

町政を問う 町政を問う 町政を問う 町政を問う 
一般質問 ここが聞きたい!

8人が質問 

【その他の質問】 
　芸術家の作品展示会場
（個室会場）の確保を 

教育委員会のホームページ 
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在
宅
介
護
で
悩
み
、

苦
し
ん
で
い
る
人
が

多
い
。
介
護
に
悩
み
が
あ
れ

ば
お
お
ぐ
ち
福
祉
会
が
運
営

す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
相
談
す
る
よ
う
広
報
し

て
ほ
し
い
。
 

　
今
後
さ
ら
に
高
齢
者
福
祉

施
策
を
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。
 

　
大
口
町
の
高
齢
者
福
祉
事

業
の
方
向
性
は
。
 

地
域
包
括
支

援
事
業
は
、

平
成
２２
年
度
か
ら
お
お
ぐ
ち

福
祉
会
に
委
託
し
て
い
る
。
 

　
事
業
内
容
は
、
要
支
援
者

の
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

作
成
と
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、

高
齢
者
の
権
利
擁
護
、
日
常

生
活
の
種
々
の
相
談
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
 

　
今
後
も
高
齢
者
保
険
福
祉

計
画
に
基
づ
き
、
事
業
の
充

実
に
努
め
る
が
、
特
に
２２
年

度
か
ら
行
っ
て
い
る
高
齢
者

見
守
り
支
え
合
い
事
業
を
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

進
め
て
い
く
。
 

社
会
福
祉
法
人
お
お

ぐ
ち
福
祉
会
ハ
ー
ト

フ
ル
大
口
の
事
業
の
一
つ
で

あ
る
訪
問
看
護
事
業
が
今
年

1
月
３１
日
で
中
止
と
な
っ
た
。
 

　
昨
年
4
月
診
療
報
酬
が
改

め
ら
れ
、
入
院
に
か
か
わ
る

部
分
が
見
直
さ
れ
、
重
症
の

患
者
で
も
自
宅
に
帰
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
な
り
、
介
護
を

行
う
家
族
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
た
。
 

　
今
後
、
訪
問
看
護
を
利
用

し
た
い
患
者
が
増
え
る
と
思

わ
れ
る
の
に
、
な
ぜ
中
止
し

た
の
か
。
 

訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

ハ
ー
ト
フ
ル
大
口
は
、
町
が

委
託
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
社
会
福
祉
法
人
が
運
営

し
て
い
る
介
護
保
険
事
業
所

の
一
つ
で
あ
り
、
詳
し
く
は

承
知
し
て
い
な
い
。
適
正
な

人
員
確
保
が
で
き
な
く
な
り

運
営
が
難
し
く
な
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
 

こ
の
事
業
は
、
平
成

１１
年
に
大
口
町
が
直

営
で
始
め
た
も
の
を
、
１７
年

に
お
お
ぐ
ち
福
祉
会
に
移
管

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
お
お

ぐ
ち
福
祉
会
で
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
以
前
の
よ
う
に

町
直
営
で
再
開
で
き
な
い
か
。
 

事
業
の
継
続

や
再
開
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
先

ほ
ど
答
え
た
と
お
り
、
社
会

福
祉
法
人
が
考
え
る
こ
と
な

の
で
、
町
の
方
策
は
あ
り
ま

せ
ん
。
 

 

土
田 

土
田 

土
田 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

土田　進  

一
　
般 

質
　
問 

土

田

　

進

 

なぜ訪問看護事業を中止したのか 
部長 適正な人員確保ができなくなったと聞いている 

訪問介護ステーションハートフル大口 

高
齢
者
福
祉
施
策
の
向
上
を
 

部
長 
計
画
に
基
づ
き
事
業
の
充
実
に
努
め
る 地域包括支援センターの仕事 

よ
う
 
ご
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問 □ 

問 □ 

吉田　正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

学
校
給
食
の
無
料
化

は
、
平
成
２４
年
度
に

実
現
す
る
と
あ
る
。
ど
う
し

て
２５
年
度
も
引
き
続
き
半
額

を
維
持
す
る
こ
と
と
し
た
の

か
。
 

子
育
て
支
援
と
と
も

に
地
産
地
消
に
よ
る

農
業
振
興
策
も
目
的
の
一
つ

と
考
え
、
給
食
費
の
半
額
助

成
を
実
施
し
た
。
 

　
給
食
費
を
助
成
し
て
い
る

目
的
を
保
護
者
等
に
伝
え
、

地
元
産
の
食
材
を
利
用
で
き

る
範
囲
が
拡
大
す
る
ま
で
今

し
ば
ら
く
は
現
状
を
維
持
す

る
。
 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、

福
祉
や
教
育
の
向
上

と
い
う
点
で
、
住
民
が
期
待

し
て
い
る
。
地
域
懇
談
会
で

こ
う
し
た
こ
と
を
話
題
に
し

て
行
う
こ
と
は
考
え
な
か
っ

た
の
か
。
 

地
域
懇
談
会
で
利
害

を
異
に
す
る
方
々
が

意
見
交
換
す
る
こ
と
は
、
施

策
が
よ
り
深
ま
り
、
よ
り
見

識
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
 

　
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
視
点
で
機
運

が
高
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
そ
の
意
義
や

方
法
に
つ
い
て
意
見
交
換
で

き
れ
ば
と
考
え
る
。
 

 

     

航
空
法
に
よ
る
高
さ

規
制
は
５６
メ
ー
ト
ル
、

現
在
の
美
化
セ
ン
タ
ー
の
煙

突
で
さ
え
６０
メ
ー
ト
ル
あ
る
。

規
制
は
解
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
 

候
補
地
は
、

新
ご
み
処
理

施
設
建
設
候
補
地
検
討
委
員

会
に
お
い
て
多
方
面
に
わ
た

り
検
討
が
さ
れ
、
選
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
問
題
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。
 

こ
の
場
所
は
、
建
設

地
と
し
て
適
当
だ
と

い
う
見
解
が
出
て
い
る
が
、

ど
ん
な
建
物
を
建
て
る
の
か

想
定
し
て
検
討
し
た
の
か
。
 

建
設
予
定
エ

リ
ア
は
、
現

段
階
で
は
ま
だ
判
断
で
き
な

い
状
況
で
あ
る
。
 

墓
地
も
こ
の
区
域
に

存
在
す
る
。
移
転
に

か
か
る
期
間
は
ど
れ
だ
け
か
。
 

登
記
簿
上
、

地
目
は
墓
地

だ
が
、
保
健
所
の
台
帳
に
は

登
録
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

こ
の
墓
地
が
建
設
予
定
エ
リ

ア
内
か
否
か
も
決
ま
っ
て
い

な
い
。
移
転
期
間
は
、
江
南

市
が
交
渉
を
進
め
る
中
で
明

ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
 

吉
田 

吉
田 

町
長 

町
長 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

学校給食費の無料化は 
町長 しばらくは現状を維持する 

町長マニフェスト 

候
補
地
に
法
令
の
規
制
が
あ
る
が
 

部
長 

問
題
な
い
と
認
識
し
て
い
る
 

新
ご
み
処
理
場
計
画 

新ごみ処理場計画地 

【その他の質問】 
　巡回バスをもっと便利にするた
め近隣自治体と共同を 

　民営化によって影響がある保育
園の延長保育は維持せよ 

おおぐち議会だより　No.194
平成  25年5月1日発行  12



問 □ 

昨
年
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
あ
る
女
児
が

給
食
後
死
亡
す
る
事
故
が
起

き
た
。（
東
京
都
）
学
校
の
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
対
す
る
取

り
組
み
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
適

切
な
連
携
体
制
が
求
め
ら
れ

る
。
 

①
学
校
・
保
育
園
で
の
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
の
実
態
は
。
 

②
重
体
に
な
る
可
能
性
の
あ

る
幼
児
、
児
童
、
生
徒
は
い

る
か
。
 

③
エ
ピ
ペ
ン
投
与
の
考
え
方

は
。
 

④
給
食
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー
事

故
防
止
対
策
は
。
 

（
学
校
）
 

 ①
約
6
％
の
1
3
0
人
。
 

②
1
人
。
 

③
学
校
と
保
護
者
が
協
議
し
、

了
解
の
う
え
で
児
童
生
徒
に

変
わ
っ
て
注
射
す
る
。
 

④
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学

校
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
が

必
要
な
児
童
生
徒
の
情
報
提

供
を
受
け
、
保
護
者
に
対
し

食
材
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
一
覧
表

や
配
合
分
析
表
な
ど
詳
細
な

献
立
表
を
提
供
し
て
い
る
。
 

（
保
育
園
）
 

 ①
約
3
・
5
％
の
２１
人
。
 

②
2
人
。
 

③
緊
急
時
に
保
育
士
が
注
射

で
き
る
態
勢
を
整
え
る
。
 

④
保
育
士
や
調
理
員
が
共
通

認
識
が
図
ら
れ
る
よ
う
周
知

徹
底
し
て
い
る
。
 

市
町
村
で
使
用
済
み

小
型
家
電
を
回
収
し
、

国
の
認
定
を
受
け
た
業
者
が

引
き
取
る
リ
サ
イ
ク
ル
制
度

が
創
設
さ
れ
る
。
現
在
の
本

町
の
処
理
方
法
は
。
 

「
小
型
金
属

類
」
と
い
う

分
類
で
回
収
し
、
中
間
処
理

業
者
に
対
し
て
処
分
委
託
料

を
支
払
い
処
理
し
て
い
る
。
 

す
で
に
取
り
組
ん
で

い
る
市
町
村
も
あ
る
。

本
町
の
考
え
は
。
 

地
区
で
の
回

収
も
視
野
に

入
れ
た
う
え
で
、
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
、
使
用

済
み
小
型
家
電
を
回
収
す
る

た
め
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す

る
。
 

 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

生
涯
教
育
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

柘植　満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

使用済み小型電子機器のリサイクルは 
部長 リサイクルセンターに回収コーナーを設置する 

エ
ピ
ペ
ン
投
与
の
考
え
方
は
 

部
長 

保
護
者
の
了
解
の
う
え
注
射
す
る（
学
校
） 

保
育
士
が
注
射
で
き
る
態
勢
を
整
え
る（
保
育
園
） 

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策 

現在の回収箱 

【その他の質問】 
　胃ガン検診にピロリ菌検査の追加について 

［エピペン］とは… 
食物アレルギーによる
アナフィラキシーに対す
る緊急補助治療に使用さ
れる医薬品で、発症の際
に医療機関へ搬送される
までの症状悪化防止に役
立っている。 
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丹羽　孝  

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

孝

 

愛
知
県
の
交
通
死
亡

事
故
は
9
年
連
続
日

本
一
を
継
続
中
。
大
口
町
は

住
民
一
人
当
た
り
事
故
発
生

率
が
県
内
市
町
村
で
2
位
。

町
の
交
通
事
故
防
止
対
策
と
、

特
に
事
故
の
多
い
高
齢
者
事

故
防
止
策
は
。
 地

区
や
老
人

ク
ラ
ブ
の
交

流
会
な
ど
で
、
警
察
署
の
講

話
や
自
転
車
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ

に
よ
る
体
験
教
室
な
ど
を
実

施
し
、
事
故
防
止
の
普
及
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

交
通
実
態
を
考
慮
し

な
い
標
識
で
は
、
子

ど
も
た
ち
も
運
転
手
も
交
通

標
識
を
守
り
交
通
安
全
に
繋

げ
る
こ
と
は
困
難
。
定
期
的

な
交
差
点
の
安
全
確
認
活
動

で
、
標
識
や
危
険
個
所
を
チ

ェ
ッ
ク
し
事
故
削
減
を
。
 

優
先
道
路
に

変
更
す
る
に

は
、
地
元
や
学
校
の
同
意
な

ど
に
よ
り
、
公
安
委
員
会
で

判
断
さ
れ
る
。
今
後
も
地
域

と
一
体
と
な
っ
た
、
取
り
組

み
を
呼
び
か
け
て
い
く
。
 

 

  

電
算
シ
ス
テ
ム
関
連

費
用
の
予
算
推
移
は
。
 

総
合
住
民
情
報

シ
ス
テ
ム
機
器

の
導
入
か
ら
6
年
か
ら
8
年

経
過
し
て
お
り
、
機
器
更
新

す
る
。
経
費
は
、
導
入
に
約

7
0
0
0
万
円
、
ク
ラ
ウ
ド

使
用
料
や
保
守
で
年
間
約

3
4
0
0
万
円
、
5
年
間
の

総
額
で
約
2
億
4
0
0
0
万

円
と
試
算
し
て
い
る
。
 

総
合
住
民
情
報
シ
ス

テ
ム
を
ク
ラ
ウ
ド
化

し
た
理
由
は
。
 

耐
震
性
や
防
火

設
備
の
整
っ
た

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
サ
ー
バ

ー
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
維

持
管
理
の
負
担
減
少
や
、
災

害
時
の
安
全
確
保
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

電
算
情
報
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
や
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
対
策
は
万
全
か
。
 

ク
ラ
ウ
ド
化
に

伴
い
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
で
の
監
視
体
制
の
基

で
業
務
が
な
さ
れ
る
。
今
後

ク
ラ
ウ
ド
提
供
業
者
と
の
間

で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
協
議
す
る
。
 

　
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
に
つ

い
て
は
、
戸
籍
デ
ー
タ
等
を

記
録
媒
体
に
記
録
し
、
月
1

回
滋
賀
県
に
あ
る
情
報
管
理

セ
ン
タ
ー
で
保
管
し
て
い
る
。
 

誰
で
も
情
報
を
得
ら

れ
る
環
境
を
。
 

地
域
の
情
報
を

共
有
す
る
サ
イ

ト
に
よ
り
、
ブ
ロ
グ
作
成
や

近
隣
地
域
の
団
体
間
の
情
報

交
換
は
可
能
で
あ
る
。
 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

交通事故発生率の低下を 
部長 地域と一体となった取り組みを呼びかけていく 

住
民
が
納
得
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
 

部
長 

ク
ラ
ウ
ド
化
で
デ
ー
タ
の
安
全
確
保
を
図
る
 

電
算
シ
ス
テ
ム
構
築 

つ
な
 

［クラウド］とは… 
ハードウェア、ソフ
トウェア、データを災
害対策が整ったデータ
センターに置き、シス
テムを利用する方法。 

工場閉鎖により車の流れが逆転した道路 
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問 □ 

バ
ス
事
業
と
し
て
１０

年
間
で
良
い
基
盤
が

で
き
た
と
思
う
。
し
か
し
、

多
様
化
す
る
要
望
に
応
え
き

れ
な
い
現
実
に
直
面
し
て
い

る
。
事
業
の
民
営
化
を
視
野

に
、
昼
間
、
利
用
者
を
増
や

す
た
め
に
デ
マ
ン
ド
交
通
に

し
て
ほ
し
い
。
 

　
収
益
拡
大
と
事
業
費
縮
小

と
現
在
の
行
き
詰
ま
っ
た
状

況
を
改
善
で
き
る
と
思
う
。

今
後
の
取
り
組
み
は
。
 

デ
マ
ン
ド
交

通
は
、
定
時

定
路
線
の
運
航
で
は
乗
客
数

が
極
端
に
少
な
い
場
合
や
バ

ス
路
線
が
組
み
に
く
い
場
合

な
ど
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
 

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
利
用
状
況
を
考
え
た
時
に
、

経
費
的
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
は
考
え
て
い
な
い
。
 

 

均
等
割
、
平
等
割
の

額
が
0
歳
か
ら
賦
課

さ
れ
る
現
制
度
は
、
平
等
で

公
平
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。

前
回
値
上
げ
し
て
か
ら
黒
字

と
な
っ
て
い
る
。
剰
余
金
も

多
額
に
な
る
と
思
う
が
、
恒

久
的
な
減
税
に
な
る
制
度
改

革
を
し
て
、
町
内
加
入
世
帯

の
負
担
軽
減
を
し
て
ほ
し
い
。
 

保
険
者
で
あ

る
町
の
課
題

は
、
毎
年
の
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
健
全
な
事
業
運

営
で
あ
る
。
財
政
調
整
基
金

の
う
ち
一
定
の
財
源
を
有
効

活
用
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ

て
、
早
急
な
国
保
税
の
見
直

し
を
行
わ
な
く
て
済
む
よ
う
、

安
定
し
た
財
政
運
営
に
努
め

て
い
る
。
 

江
幡 

江
幡 

健
康
福
祉
部
長 

地
域
協
働
部
長 

江幡満世志  

一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

国保税を値下げせよ 
部長 安定した財政運営に努めている 

デ
マ
ン
ド
交
通
に
せ
よ
 

部
長 
経
費
的
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 

［デマンド交通］とは… 
利用者の予約に応じ
て、停留所又は自宅ま
でバス・タクシーなど
で迎えに行き、予約者
が乗り合いながら、定
額料金で目的地まで運
行するシステム。 

満10歳になったコミュニティバス 

【その他の質問】 
　住宅リフォーム助成
制度を創設せよ 
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問 □ 

問 □ 

宮田和美  

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

 

半
年
前
に
使
用
禁
止

と
な
っ
た
二
ツ
屋
グ

ラ
ン
ド
は
、
ど
の
よ
う
に
管

理
さ
れ
て
い
る
の
か
。
草
が

生
い
茂
り
、
丹
羽
消
防
署
よ

り
指
導
を
受
け
そ
う
。
 

２４
年
度
当
初
は
、

臨
時
職
員
が
草

刈
り
な
ど
を
行
っ
て
い
た
が
、

後
半
は
管
理
が
行
き
届
か
ず

周
辺
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
、

作
業
専
門
の
職
員
を
配
置
し
、

適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
く
。
 

な
ぜ
使
用
で
き
な
い

か
。
使
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
に
は
、
ど
ん
な
方

法
が
あ
る
か
。
 

こ
の
土
地
は
、

土
地
利
用
計
画
上
、

農
業
用
施
設
用
地
と
し
て
の

位
置
づ
け
が
さ
れ
て
い
る
。

他
の
用
地
と
し
て
活
用
す
る

に
は
、
一
旦
農
地
に
戻
す
べ

き
と
の
県
の
見
解
で
あ
る
。
 

　
そ
の
た
め
、
是
正
方
法
と

町
農
業
振
興
を
中
心
と
し
た

土
地
利
用
を
検
討
し
て
い
る
。
 

 

現
在
、
何
本
も
の
町

道
が
認
定
さ
れ
て
い

る
が
、
認
定
基
準
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。
 

町
道
認
定
取
扱

規
定
で
定
め
て

お
り
、
通
り
抜
け
が
で
き
る

こ
と
。
幅
員
が
4
メ
ー
ト
ル

以
上
で
あ
る
。
構
造
は
道
路

構
造
令
に
準
ず
る
。
 

町
道
の
払
い
下
げ
の

基
準
は
。
 

現
時
点
及
び
将

来
に
も
道
路
や

水
路
と
し
て
の
機
能
や
利
用

目
的
が
な
い
場
合
な
ど
で
、

地
元
区
や
隣
接
す
る
土
地
所

有
者
の
同
意
が
あ
る
も
の
と

な
る
。
 

払
い
下
げ
を
積
極
的

に
指
導
す
る
考
え
は
。
 

払
い
下
げ
る
場
合
、

土
地
の
売
払
代

金
の
ほ
か
、
測
量
登
記
費
用

も
す
べ
て
申
請
者
の
負
担
と

な
る
。
金
銭
的
に
も
事
務
的

に
も
負
担
が
必
要
と
な
る
の

で
、
申
請
が
な
い
も
の
を
町

か
ら
積
極
的
に
行
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

二ツ屋グランドの跡地は 
部長 農業振興となる土地利用を検討 

町
道
認
定
及
び
払
い
下
げ
は
 

部
長 

ど
ち
ら
も
基
準
を
満
た
せ
ば
で
き
る
 

農業用施設用地の二ツ屋グランド 

払い下げが決まった町道（高橋一丁目） 

【その他の質問】 
　町内火災報知器について 

　剪定枝置場の利用について 
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1 

2 

3 

4 

5

人件費 

燃料費 

車両経費 

増車経費 

公課・保険 

       

２３
年
度
の
バ
ス
運
行
契

約
額
か
ら
運
賃
収
入
・

広
告
収
入
・
企
業
か
ら
の
運

行
支
援
費
等
を
引
い
た
差
額

の
3
3
8
2
万
4
3
4
7
円

が
町
か
ら
の
持
ち
出
し
分
と

な
っ
て
い
る
。
２３
年
度
の
バ

ス
運
行
契
約
額
の
上
位
5
項

目
と
金
額
は
。
 

左
表
の
と
お

り
。
 

利
便
性
を
考
え
、
フ
リ

ー
乗
車（
降
車
）の
し
く

み
の
導
入
は
で
き
な
い
の
か
。
 

ル
ー
ト
の
大

部
分
で
交
通

量
が
多
か
っ
た
り
、
道
路
幅

員
が
狭
く
安
全
の
確
保
が
困

難
な
た
め
、
導
入
で
き
な
い
。
 

運
転
免
許
を
持
た
な
い
、

お
よ
び
自
由
に
使
え
る

自
動
車
が
な
い
住
民
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
、
ル

ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
等
の
見
直
し

を
。
 

ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
昨
年
の

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で
実
施
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
可

能
な
範
囲
で
ル
ー
ト
等
の
検

討
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
指

摘
の
調
査
項
目
も
次
回
考
慮

し
た
い
。
 

可
燃
ご
み
に
混
ざ
っ
て

い
る
リ
サ
イ
ク
ル
可
能

な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
・
紙
類

と
は
、
具
体
的
に
は
ど
う
い

っ
た
も
の
か
。
 プ

ラ
ス
チ
ッ

ク
類
と
し
て
、

冷
凍
食
品
袋
な
ど
の
容
器
包

装
プ
ラ
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。

紙
類
と
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
ざ
つ
が
み
、
新
聞
、

雑
誌
な
ど
で
あ
る
。
 

な
ぜ
、
ご
み
袋
に
入
れ

て
欲
し
く
な
い
ご
み
の

具
体
的
な
名
称
を
表
示
を
し

な
い
の
か
。
新
た
な
ご
み
袋

を
製
造
す
る
際
は
、
ご
み
減

量
へ
の
啓
発
を
載
せ
た
ご
み

袋
と
す
る
と
い
う
が
、
そ
の

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
。
 

昨
年
開
催
し

た
地
区
で
の

意
見
交
換
会
で
、
「
雑
紙
、

プ
ラ
類
は
入
れ
な
い
旨
を
表

示
し
て
意
識
啓
発
を
」
と
の

意
見
も
頂
い
た
。
従
来
ど
お

り
片
面
印
刷
で
は
あ
る
が
、

ご
み
減
量
効
果
が
出
る
よ
う

ご
み
袋
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
工

夫
す
る
。
 

岡 

岡 岡 

岡 岡 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

岡　孝夫  

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

入れて欲しくないごみの具体名をごみ袋に 
部長 レイアウトを工夫する 

可燃ごみの減量 

フ
リ
ー
乗
車
（
降
車
）は
で
き
な
い
か
 

部
長 
安
全
確
保
が
む
ず
か
し
い 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 

現在のごみ収集袋 

4007万4000円 

778万601円 

568万8740円 

225万円 

68万1183円 
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2
月
１５
日
、
西
保
育
園
で

議
長
と
文
教
福
祉
常
任
委
員

と
町
関
係
者
が
、
地
元
で
採

れ
た
食
材
を
使
っ
た
町
制
５０

周
年
献
立
給
食
を
園
児
と
楽

し
く
会
食
し
ま
し
た
。
 

　
献
立
給
食
会
の
ね
ら
い
は
、

郷
土
料
理
を
メ
イ
ン
に
取
り

入
れ
、
地
元
で
採
れ
た
野
菜

を
使
い
、
子
ど
も
た
ち
へ
伝

承
す
る
こ
と
で
す
。
 

 
園
児
た
ち
は
、
美
味
し
い

給
食
で
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。
 

みんなで育てた野菜はおいしいね 

古代米ご飯（大口産）、豆
腐（大口産）と野菜の味噌
かけ（郷土食）、小松菜の
玉子汁、チーズ、いちご。 
キャベツと白菜は西保育園
の畑で収穫したもの。 

監査委員（新任） 
仙田忠男さん 
（全員賛成） 

 
　平成25年4月1日付けで同
氏が監査委員に選任されまし
た。任期は、平成29年3月
31日までの4年です。 
　町の財務事務や事務の執行
などが公正で合理的かつ効率
的に行われているか監査して
いただきます。 

委員の紹介 

議
会
だ
よ
り
第
1
9
0
号

が
、
第
２７
回
町
村
議
会
広
報

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
奨
励
賞

を
受
賞
し
、
2
月
２１
日
の
全

国
町
村
議
会
議
長
会
で
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
応
募
総
数
2
4
 

5
紙
の
中
か
ら
の
受
賞
で
す
。
 

今
後
も
住
民
の
皆
さ
ん
に

わ
か
り
や
す
い
紙
面
が
届
け

ら
れ
る
よ
う
、
努
め
て
い
き

ま
す
。
 受賞した第190号→ 

（昨年の3月定例会）  

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
 

「
奨
励
賞
」を
受
賞 
意
見
書 
意
見
書 

3月定例会に提出された2つの議員提出議案は、所管の常任委員会で審査しました。 
その後の本会議で可決され、国の機関などへ議会から意見書を送付しました。 

・
愛
知
県
の
福
祉

医
療
制
度
の
有

料
化
・
所
得
制
限

導
入
に
反
対
す

る
意
見
書
 

提
案
者
　
吉
田
　
正
 

提
出
者
　
伊
藤
　
浩
 

 ・
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ

療
法
の
保
険
適

用
及
び
脳
脊
髄

液
減
少
症
の
診
断
・

治
療
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書
 

提
案
者
　
柘
植
　
満
 

提
出
者
　
伊
藤
　
浩
 

議
員
提
出
議
案 

可決 

＜当日のメニュー＞ 

［脳脊髄液減少症］とは… 
外部の衝撃から脳や脊髄を守る液体クッ

ションの役目や脳や脊髄の機能を正常に保
つ働きをする脳脊髄液が、むち打ちなど交
通事故を初め転倒やスポーツ外傷、体に強
い衝撃を受けたことなどが原因で漏れ出し、
頭痛、頚部痛、腰痛、手足のしびれ、めま
い、耳鳴りなどの症状に悩まされる。 

西保育園給食�おなかいっぱい!
町制50周年献立給食会 
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　3月定例会で話題となったキーワードです。○に適切な言葉や数字を入れてください。 
①平成25年度の一般会計予算は、昨年度比約○％減です。 ③○保育園のトイレを改修します。 
②学校給食費は、○○％公費負担です。 ④新たな女性消防団員は○○人です。 

答えは、次のページです。 

追　跡 追　跡 
以前の一般質問から 以前の一般質問から 

あれ
から どうなった?あれ
から どうなった?

以前の定例会で取り上げられた一般質問の中から、その後の町政にど
のように反映されたかを調査しました。今回は、平成24年3月定例会
から選んでみました。 

ラモーナ幼稚園北側の橋脚が古く、土台部
分が削られてしまっているが。　（宮田　和美） 

管理者の名古屋市上下水道局に要請する。 

橋脚の改修工事が実施された。 
学校、保育園、児童センターに飛散防止フ

ィルムを貼付した。 

事故が起こるまで知らなかったでは済まさ
れない。確認することが大切ですね。 

早急な橋脚の整備を 

質問者の満足度 

建設部長答弁 

どうなった 

学校や保育園の防災、安全対策として、窓
ガラスの飛散防止対策が必要では。（柘植　満） 

飛散防止フィルムを貼ることを調査検討し
ていく。 

窓ガラスの飛散防止対策を 

健康福祉部長答弁 

あれ
から どうなった?

子どもたちの安全対策は、迅速な対応が肝
心ですね。 

質問者の満足度 まあまあ まあまあ 
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まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
6月定例会予定 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 木

野

春

徳

 
 

丹

羽

　

孝

 

岡

　

孝

夫

 

江
幡
満
世
志 

伊

藤

　

浩

 

土

田

　

進

 

宮

田

和

美

 

発
行
責
任
者 

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

 

子どもたちの安全な通学を願って 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/gikai/kaigiroku.html

6月 5日（水） 提案説明 

6月10日（月） 質疑・委員会付託 

6月12日（水） 総務建設常任委員会 

6月13日（木） 文教福祉常任委員会 

6月17日（月） 一般質問 

6月18日（火） 一般質問 

6月20日（木） 討論・採決 

表紙の写真 
型は使わず、小さなかわいい
手でおいしいおにぎり2つでき
あがり。ママより上手にできた
かな。 
=紙ねんど遊び 3月28日 
西保育園　あひる組 

発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

〒
４８０
-０１４４

 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１５５
番
地
 

　
　
　
　
　
　
T
EL（
0587）95

-1111　
 FA
X
 95
-1454

吉永　清さん 

中小口地内での安全パトロール中 

議
会
だ
よ
り
 

� 月
定
例
会
 N
o.1
9
4

平
成
2
5
年
5
月
1
日
 

退職後、雨の日も風の日も3年間に渡って、通学路

の安全パトロールを続けられている吉永　清さん

にインタビューしました。 

取材を終えて 
　通学路の安全を長い間陰ながら支えていた
だいている姿に、子どもたちもすっかり心を
開いている様子。「継続は力なり」を感じ、
自然に頭が下がりました。　　　（丹羽　孝） 

♪　この活動をいつから、どういったきっかけ

で始められましたか? 

　地域周辺で痴漢、変質者、泥棒と色々なこ
とが多発していました。子ども会の会長さん
から北小学校通学路の安全パトロールをお願
いされ、寿楽会の有志の方と始めました。 
 

♪　どういった活動をされていますか? 

　土、日、祝日を除く毎日2回、下校時の3時
と4時に通学路の安全パトロールを行ってい
ます。 
 

♪　活動をしていて嬉しかったこと、辛かった

ことはありますか? 

　雨の日、雪の日は大変ですけど、辛いこと
はありません。自分の健康維持と子どもたち
の笑顔を楽しみに行っています。 
 

♪　町や議会への要望がありましたら? 

　国道41号の下小口五丁目交差点の歩道橋が
古くなり、滑って階段を踏み外す子もいるので、
改修をお願いします。 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
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